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22雫
議ラ
案五
を摩
可塑
決字

算

同3
思

平
成
4
年
第
6
回
朝
巴
町
議
会
定
例
会
は
旬
月
9

日
か
ら
刊
日
ま
で
の
刊
日
聞
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し

た
。
議
会
で
は
平
成
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
芯

ど
辺
議
案
、
か
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
だ
。

議

案

の

郷

要

〈
平
成

4
年
度
補
正
予
算
〉

O

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）

1
4
、
3
4
9千
円
を
追
加
し
総

傾
を
5
、
7
6
1
、
3
0
0
千
問

と
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

・
人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
給
与

改
定
分

4
1
、
2
8
5
千
円

．
国
民
健
蔵
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金

7
、
9
6
4
千
阿

．
小
口
卒
業
資
金
あ
っ
せ
ん
保
証

融
資
資
金

6
、
2
0
0
千
円

．
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金

4
、
6
0
5
千
円

．
広
域
基
幹
林
道
開
設
事
業
負
担

金

3
、
0

5
1
千
円

h

m

F

L
 

一
平
手

』
棚

田

鴨
川
明

：
 

ι
関

闘

開
制
定

司
副怒
阻

曹
洞
唾

』
恥毘
圃

里
町
出

ι

－mau山
岨
円
引
田
帯
河
端
一

の
要
望

・
意
見
が
あ
リ
ま
し
た
。

1

町
営
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用

咋
向
上
を
図
る
た
め
、
枝
問
照
明

設
備
等
の
早
期
設
訟
に
向
け
、
鋭

立
努
力
さ
れ
た
い
。

2

町
職
員
の
勤
務
体
制
に
つ
い

て
は
、
法
令
等
を
遵
守
の
う
え、

町
民
の
信
頼
回
復
に
努
め
ら
れ
た

前
回
か
ら
継
続
審
査
に
な

っ
て

お
り
ま
し
た
詰
願
の
「『
消
費
税
法
』

の
即
時
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
つ
い
て
」
及
び
陳
情
の
「
小

選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対
し
、

議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ

い
て
」
は
そ
れ

ぞ
れ
不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
記
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は

O
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（第

2
号
）

2
、
8
9
9
千
円
を
追
加
し
総
額

を
l
、
0
4
4
、
9
2
5
千
円
と

し
た
。

－
補
正
の
主
な
も
の

老
人
保
健
拠
出
金

・
予
備
費
を

減
額
し
、
療
養
諸
費

1
5、
7
9

0
千
向
、
高
額
療
養
費
7
、
5
0

0
千
円
増
額
し
た
。

O
笹
川
診
療
所
な
ど
凶
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算

1
1
、
9
4
0千
円
追
加
し
総
領

を
6
8、
1
8
9千
円
と
し
た
。

O
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

医
業
費
用

1
3、
1
9
6
千
円
減

額
し
、
医
業
費
用
総
額
を
2
、
2

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い

る
中
、
こ
れ
に
伴
い
荘
宅
福
祉
の

充
実
や
将
来
を
見
越
し
た
福
祉
の

啓
蒙
及
び
老
人
施
設
の
設
置
等
、

施
策
の
先
取
り
を
積
極
的
に
行
わ

、L
、二
、
。

・7
07
、
U

2

町
の
人
口
増
や
若
者
の
定
着

化
を
図
る
た
め
、
出
生
奨
励
金
な

ど
の
町
の
諸
制
度
の

P
R
M
Aび
新

た
な
制
度
の
制
究
を
検
討
さ
れ
た

3

あ
さ
ひ
総
合
病
院
に
関
し
て
、

独
自
の
経
営
改
善
計
固
め
策
定
と

そ
の

H
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的

施
策
を
考
え
ら
れ
た
い
。

4

完
全
一
週
休
2
日
制
、
迎

ω時

間
制
の
実
施
や
試
行
に
あ
た
っ
て

は
、
特
に
住
民
に
直
結
す
る
部
門

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
、
閉
庁
日
に
お
け
る
窓

口
業
務
、
休
診
日
に
お
け
る
救
急

体
制
の
対
応
に
つ
い
て
、
住
民
に

対
し
、
具
体
的
に
十
分
周
知

・
徹

底
を
さ
れ
た
い
。

前
回
か
ら
継
続
審
査
に
な

っ
て

お
り
ま
す
請
願
の

「
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
」
は、

諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
今
回
も ． ・001!畝，OWtJO'狙臥般旬臥.，，泡雌将鴻＂＇噛叡知＠融＂＂以 Kit)

8
3、
8
1
9
千
円
と
し
た
。

〈
条
例
改
正
等
〉

O
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

一

部
改
正
の
件

議
長
月
額
現
行
3
1
0
千
円
を
3

4
5
千
円
に
、
副
議
長
現
行
月

額

2
6
5
千
同
を

2
9
5千
円

に
、
議
員
月
額
現
行

2
5
0
千

円
を

2
7
5
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ

改
正
し
、

4
年
ロ
月

1
日
か
ら

施
行
。

O
朝
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役

の
給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅

費
支
給
条
例
一
部
改
正
の
件

町
長
報
酬
月
額
現
行

7
5
0
千

問
を

8
3
0
千
円
に
、
助
役
報

酬
月
額
現
行

6
1
0
千
円
を
6

8
0
千
円
に
、
収
入
役
報
酬
月

額
現
行

5
5
0
千
円
を

6
1
0

千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
4

年
9
月

1
日
か
ら
施
行
。

O
朝
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
め

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費

支
給
条
例
の

一
部
改
正
の
件

教
育
長
報
酬
月
額
現
行

5
5
0

千
円
を

6
1
0
千
円
に
改
正
し

4
年

9
月

1
日
か
ら
施
行
。

O
朝
日
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

一
部
改
正
の
件

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給

与
を

2
・
9
3
%
（
病
院
は

3
・

0
1
%
）
改
定
し
、

4
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
。

O
朝
日
町
税
条
例

一
部
改
正
の

件特
定
商
業
集
積
の
用
に
供
す
る

固
定
資
産
税
を
不
均

一
課
税
と

す
る
。

総
務
教
育
委
員
会

付
記
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は

継
続
審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し

宇品
l
v
h

～。

産
業
建
設
委
員
会

付
記
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
の
「
米
市
場
開
放
阻
止
に

つ
い
て
」
は
、
願
意
妥
当
と
認
め

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

忌
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

前
回
か
ら
継
続
審
査
に
な
っ
て

お
り
ま
す
「
消
雪
装
置
の
設
置
に

つ
い
て
」
「
船
溜
リ
施
設
建
設
に
つ

い
て
」
及
び
「
船
だ
ま
り
場
建
設

に
つ
い
て
」
並
び
に
陳
情
の

「
荒

川
四
丁
目
町
内
消
雪
装
置
の
設
置

に
つ
い
て
」
は
諸
般
の
状
況
を
勘

案
し
、
再
度
継
続
審
査
に
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

－ 珊a喝路網喝¢≪刈臨知鶴 崎 ＠

旬
月
議
会
で
は
、

5
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
巴

わ
た
り
、
別
件
の
質
問
、
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

安
、
〈
九
v
h

北
陸
高
速
道

A
車
線
化

今、、
H
Z
J

・品事、

質
問

最
近
の
状
況
は

平
成

5
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
道
路
整
備

5
か
年
計
画
で
は
、

高
速
道
路
を
中
心
と
す
る
高
規
格

幹
線
道
路
は
、

n
%増
の
予
算
配

分
と
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
新
し
い
動
き
が
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

国

・
公

団

へ
要

望

現
在
名
立
谷
浜

I
C
及
び
糸
魚

川
I
C
で
付
加
車
線
工
事
と
し
て

4
車
線
化
に
向
け
来
年
度
完
成
を

品
川一官一

戸

目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
た
め
促
進
協
議
会
や
朝

日
町

・
青
海
町
議
会
連
絡
協
議
会

並
び
に
町
か
ら
、
国
や
公
団
に
陳

情
を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
際
に
、
北
陸
地
方
建
設
局
や

－
議
会
だ
よ
り
＠

事鶴
困困圃

円
ハ
議

寒
川

U

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

4
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
d
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
1
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
1
号
）

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
1
号
）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
l
号）

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
l
号）

O
朝
日
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
2
号）

条
例

。
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
闘
す
る
条
例

一
部
改

e.t.IO!:怠....，.－$申~融＂＂血...

正
の
件

。
朝
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅

費
支
給
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支
給

条
例

一
部
改
正
の
件

。
朝
日
町
職
員
め
給
与
に
関
す
る
粂

例
一

一部
改
正
の
件

。
朝
日
町
税
条
例
一
部
改
正
の
件

そ
の
他

。
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
の
件

。
ス
ク
ー
ル
パ
ス
購
入
契
約
締
結
に

関
す
る
件

議
員
提
出
議
案

。
第
日
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書

O
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
意
見

書
O
基
幹
交
通
対
策
特
別
委
員
会
設
置

の
件
（
北
陸
自
動
車
道
対
策
特
別

委
員
会
の
改
組
）

O
梅
田岸
対
策
特
別
委
員
会
設
置
の
件

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
意

を
求
め
る
件

円
国

願
・
隙

崎

U

採
択
と
な
っ
た
も
の

O
米
市
場
開
放
阻
止
に
つ
い
て

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

O
荒
川
四
丁
目
町
内
消
雪
装
置
の
殻

置
に
つ
い
て

O
船
だ
ま
り
場
建
設
に
つ
い
て

（
2

件
）

O
船
滋
り
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

－
平
成

5
年
2
月
号
＠

ニとわざに｛;i，先人の知恵がitl続きilており，人生を生きていくJてでの様々 宇こ とを

見つけることができます。

一介
一

一紹
一：
 

一ざ
一

一わ
一

一と
一

一ア
ニ

傾蓋故の拍し……ちょっと会っただけで，たちまち昔からの知り合いのように縦しく なること＠



日
本
道
路
公
問
新
潟
建
設
局
で
は

4
車
線
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
早
期
に
着
工
す
る
よ
う

国
や
公
団
へ
要
望
し
て
い
き
た
い

と
与
え
て
い
ぷ
J
。

K
M
l
M円

高
校
生

．原
料
初
1
ト

C

－
去
に
必
r
h
M
官睡し
N
q

，‘．令

，p，

hv叫－

y
，

質

問

結
果
の
感
想
と
対
応

先
般
行
っ
た
高
校
生
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
結
果
に
対
す
る
感
想
と
、

今
後
、
』
れ
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す

の
か
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

A
八
議
ふ
り
施
策
の
参
考
と

－
E

目、iヲ
J
a
u
v

.•？：：：：：： の た対に
～ ”町も策、ア
ー・ にのめ町ン

i1:~：：：.：·沿対で資のケ
.. ~.：：：：－：：；・3 す、料諸 i
ぺJ る前！と施卜

r~が 関 査す策は
市首，，：； -. 奇心、 結る と 高

・訟ささき誌かと：yが果た若校
・＇1t?f，？：；：~－：：；；；・：.：：.：：· .. -fで め 者 生

m／.，~守；以：：王子二工恕は実のを
riff:主君主汽r二：以若施定対
号訟をι4そごとど：上者し住象

~~三事き
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質
問エ

イ
ズ
の
予
防
は
病
気
の
特
徴

と
怖
さ
を
よ
く
理
解
し
、
白
分
で

守
る
正
し
い
知
識
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
省
は
来
年
度
エ

イ
ズ

・
ス
ト
ッ
プ
大
作
戦
を
展
開

し
、
文
部
省
は
本
格
的
な
エ
イ
ズ

教
育
を
推
進
す
る
方
針
と
の
こ
と

で
す
が
、
町
の
予
防
対
策
に

つ
い

て
与
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

正
し
い
知
識
を

普
及
啓
発

国
内
で
の
エ
イ
ズ
患
者

・
感
染

者
は
昨
年
と
比
べ
急
激
に
増
加
し

て
お
り
、
最
近
で
は
異
性
間
性
的

接
触
に
よ
る
感
染
や
若
い
世
代
の

感
染
者
が
刷
え
て
き
て
い
ま
す
。

国

・
県
で
は
、
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
、
相
談
の
受
付
、
血
液
検

貨
の
実
施
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
も
広
報
で
保

健
所
が
行
う
相
談
や
検
査
に
つ
い

て
町
民
に
お
知
ら
せ
し
た
ほ
か
、

学
級
講
座
等
機
会
を
通
じ
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
児
童

・
生
徒
に

つ
い
て
は
凶

・
似
小
の
指
導
の
も
と

に
強
く
、
結
呆
を
分
析
し
て
今
後

の
施
策
の
参
考
と
し
な
が
ら
、
若

者
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

JE・浅，－
Z
－

・会イ
ザ
ぷ

γ山
人J

’｜

単
富
岡
ダ
泊

E
N’Jι
町

E

t
4

4

沿
刻
刈
J
J－J
ρ
a

．．
 

会

Y
U・V

・

7
v
v

質

問

凡

人
以
併
の
計
画
作
成
を

道
路
は
町
の
動
脈
で
あ
り
、

一

本
の
開
通
が
地
区
の
様
子
を
一
変

さ
せ
人
口
の
増
減
に
も
か
か
わ
っ
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
①
県
営
一
般
良

道
舟
見
野
線
を
延
長
し
、
下
野

・

高
橋
を
経
由
し
て
草
野
大
家
庄
線

へ
の
接
続
、
②
ス
ー
パ
ー
農
道
の

同
道
8
号
か
ら
沼
保
宮
本
町
線
へ

の
接
続
、
③
近
隣
町
と
一
体
と
な

っ
た
黒
部
川
以
東
の
道
路
網
計
画

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

関

係

機

闘

に

働
き
か
け

①
に
つ
い
て
は
、
藤
塚
下
野
金

山
線
の
金
山
地
内
か
ら
下
野
地
内

に
か
け
て
の
道
路
拡
幅
を
平
成
5

年
度
か
ら
着
手
す
る
予
定
で
、
舟

見
野
線
と
の
接
続
は
今
後
入
善
町

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
ル

ー
ト
の
中
に
J
R
の
横
断
な
ど
の

問
題
や
近
く
に
的
桜
町
線
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
実
施
は
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
、

で
対
処
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

質 圏 三
間 の 手
どmrJ智萄.＇＇.oz.す

う~－，；. （~~＞iE.＞い
か法：： ~.乏災

~ .. ~. 0) 
受
入

国
に
お
い
て
は
景
気
対
策
と
し

て
公
共
投
資
の
追
加
、
生
活
関
連

投
資
を
中
心
に
補
正
予
算
が
成
立

し
、
ま
た
地
方
に
お
い
て
は
単
独

事
業
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

弁

補
正
チ
算
に
計
上

国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
こ

と
に
よ
り
、
現
在
国

・
県
に
お
い

て
公
共
事
業
等
の
個
所
付
け
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
ム
ー
の
と
こ
ろ
町

管
内
で
は
道
路
事
業
、
海
岸
ギ
業
、

砂
防

4
業
、
林
道
事
業
な
ど
で
川

道
路
建
設
促
進
の
た
め
の
各
岡
県

会
な
ど
で
協
議
し
な
が
ら
、
各
地

域
を
有
機
的
に
結
ぶ
道
路
網
の
整

備
促
進
を
県
に
強
く
働
き
か
け
て

い
き
た
・ぃ
・を
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
対
策

L
F
 

2

’矛－
w

E
ミ
白
羽
介
護

・
育
児
休
業
制
度

－E
R
の
取
り
組
み
は

核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
老
後

の
介
護
や
安
全
の
確
保
が
新
た
な

社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
浮
上
す

る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
特
に
老

齢
化
が
進
む
当
町
の
介
設
休
業
制

度
や
育
児
休
業
制
度
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま

す。答

弁

側

線
問
知
的
い
、

昨
年

5
月
「
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
ま
た
本

年

7
灯
に
は

「
介
護
休
業
制
度
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
町
の
お
お
む
ね
犯

人
以
上
を
雇
用
す
る
企
業
に
つ
い

て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
育
児
休
業

制
度
は
過
半
数
以
上
の
企
業
で
実

地
さ
れ
、
介
護
休
業
制
度
は
ま
だ

検
討
段
階
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
企
業
の
労
働
力
確
保
対
策
の
一

環
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
制
度
の

啓
も
う

・
啓
発
に
努
め
て
い
き
た

億
円
あ
ま
り
の
い
や
業
費
が
凡
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
ロ
月

補
正
子
算
案
で
県
の
林
道
中
業
に

対
す
る
負
担
金
の
増
額
や
街
路
事

業
に
お
け
る
債
務
負
担
行
為
の
訟

定
な
ど
の
補
正
措
置
を
計
上
し
て

高 密l
対あ ，fスヨヌ
応、さ ’ふ斗付 ヱ

は長／警 ？ 

程習
の 冒書

「
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
」
と
い
う
も
の
に
よ
る
院

内
感
染
に
対
し
、
そ
の
予
防
の
た

め
の
対
策
委
員
会
を
設
け
た
り
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
り
し
て
い

る
病
院
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
「あ

さ
ひ
総
合
病
院
」
の
外
来
者
や
入

院
患
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

答

弁

徹

底
し
た
消
毒

「あ
さ
ひ
総
合
病
院
」
で
は
、

本
年
2
月
に
予
防
対
策
委
員
会
を

設
置
し
、
発
生
防
止
と
感
染
拡
大

の
予
防
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
手
指
は
勿
論
の
こ
と

器
材

・
病｛出品

・
寝
具

・
衣
知

・
床

・
手
折
等
他
病
院
以
上
に
徹
底
し

た
消
毒
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
感
染
の
半
期
発
日
比
と
仕
組
、

本
年
7
月
に
県
へ
陳
情
し
た
霊

長
要
望
事
項
の
達
成
車
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
総
合
計
画
で
は
5
年
度

は
4
年
度
に
対
し
日

・
げ
%
の
伸

び
を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済

成
長
率
の
予
想
が
約
3
%
位
と
い

わ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
計
画
の
み

に
終
わ
ら
ず
実
行
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
い
か
に
す

れ
ば
有
効
投
資
の
突
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
か
。
町
民
の
だ
れ
も
が

納
得
で
き
る
子
算
編
成
を
す
べ
き

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

純

一股
肱
唯
一
整
備
の

U
M
－－e
i
長
束

J
V

4
年
度
事
業
の
県
へ
の
要
望
事

項
に
つ
い
て
は
、
お
件
要
望
の
っ

ち
お
件
が
採
択
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

5
年
度
に
向
け
た
要
望
に
つ

い
て
も
M
件
の
陳
情
を
行
い
、
機

会
あ
る
ご
と
に
実
現
の
要
望
を
働

き
か
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

5
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

有
利
な
補
助
制
度
、
起
債
制
度
を
前

用
し
、
統
合
小
学
校
や
仮
称
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
社
会
基

適
切
な
消
＃
を
始
め
正
し
い
知
制

の
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

－Pau
－を－
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本
に況
な対一
ベ策

質

問

融
資
制
度
の
充
実
を

不
況
で
背
し
む
中
小
企
業

・
業

者
の
切
実
な
要
求
は
、
仕
事
の
雌

保
と
と
も
に
特
別
低
利
の

「緊
急

融
資
制
度
」
の
創
設
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
の
既
存
の
制
度
融
資
の
強

化
を
図
る
た
め
、
預
託
金
の
増
額

や
貸
付
期
聞
の
延
長
、
返
・
出
猶
，
？

の
取
抜
、
補
助
金
の
用
制
に
よ
る

特
別
利
チ
補
給
な
ど
、

h

共
に
闘
っ

て
い
る
中
小
企
業

・
業
者
に
付
し

て
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

制
度
の
創
設

政
府
は
景
気
対
策
と
し
て
今
年

8
月
に

「総
合
経
済
対
策
」
を
計

阿
し
、
そ
の
実
施
を
凶
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
町
で
は
小
口
ぃ
船
業
資

金
あ
っ
せ
ん
保
証
融
資
制
度
に
か

か
る
預
託
金
の
増
額
を
図
り、

融

資
枠
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

利
子
補
給
補
助
金
の
増
額
を
図
る

な
ど
金
融
面
か
ら
の
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

県
に
お
い
て
は
、

一
時
的
な
経
営

の
不
安
定
中
小
企
業
者
に
対
す
る

－
議
会
だ
よ
り
＠

O
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

O
小
選
挙
区
制
・政
党
法
に
反
対
し
、

議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O

「
消
費
税
法
」
め
即
時
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

一
特
別
委
員
会

一

一

設
置
さ
れ
る

一

日
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

朝

日
町
議
会
に
基
幹
交
通
対
策
特
別
委

員
会
及
び
海
岸
対
策
特
別
委
員
会
が

次
の
と
お
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

基
幹
交
通
対
策
特
別
委
員
会

⑨
水

島

保

O
中
陣
将
夫

河
村
清
光

大
平
土
間作

藤

間

昇

吾

水

野

甚

之

輔

海
岸
対
策
特
別
委
員
会

⑨
扇
谷
隆
ニ

O
松
倉
彰
夫

大

沢

龍

松

松

下

宏

一

水
島
光
昭
古
江
守
問
…

（⑨
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
秋
山
氏

「緊
急
経
営
支
銀
資
金
」
制
度
が

創
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
用
な

ど
を
合
わ
せ
て
、
今
後
も
支
般
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

棚
山
コ
一般
刀
場

ぺ
J

内‘，

zs環
境
保
全
心

豊
田
作

配
慮
を

環
境
庁
は
「
環
境
路
料
評
価
」

の
資
料
と
し
て
寸
ゴ
ル
フ
場
の
建

設
及
び
運
営
に
係
る
環
境
配
慮
指

針
」
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
現
紅

建
設
中
の
棚
山
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
こ
れ
を
参
々
と
し
、
ま
た
い
串
業

者
に
対
す
る
指
導
の
指
針
と
し
て

利
用
さ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

笠宮E

弁

開
発
協
定
で
対
処

現
在
県
で
は

「富
山
県
環
境
影

特
評
価
要
綱
」
に
よ
り
環
境
ア
セ

ス
制
度
が
雌

h

斗
しされ、

全
同
的
に

も
高
い
水
準
で
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
環
境
庁
の
指
針
を
踏

ま
え
適
正
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
捌
山
ゴ

ル
フ
場
に
つ
い
て
は
県
要
綱
に
基

づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

環
境
保
全
対
策
に
つ

い
て
は
開
発

協
定
に
基
づ
き
対
処
し
て
い
き
た

い
と
与
え
て
お
り
ま
す
。

－
平
成

5
年
2
月
号

＠

宇を点って知る説の議・…自分が凝となってはじめて．自分を育ててくれた設の恩愛の深きゃあリカiたさがわかる．境に入って（~祭を問え……国境を鐙え811のIiiにはいったら．ま ずその！F.J てぷ止きれている事柄引規いてーそれを犯さぬように気をつ：f よ z 土地
上j血で法も風俗も違うのだから，その点に留意せよという こと。



ひ
と
が
好
き
ま
ち
が
鰐
き

ぬ

れ
た

と。

脇

山

勝

昭

さ

ん

（笹
川
－議
）

昨
年
の

3
月
、
劇
団
『
希
望
紘
一
台
』（
東
京
）

の
朝
日
町
公
演
を
機
に
結
成
さ
れ
た
、
町
の
芸

術
文
化
活
動
、グ
ル
ー
プ
『
え
ん
ど
れ
す
朝
日
へ

脇
山
さ
ん
は
、
こ
の
仕
掛
人
集
団
の
事
務
局

長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
や

木
作
り
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
去
る

1
月
日
日
に
は

H

ジ
ヨ

｜
ダ
ン
は
寄
席
。
と
銘

事補危機ド《~

打
っ
た
新
春
客
席
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

『
ア
ゼ
リ
ア
』
で
聞
く
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
イ

ベ
ン
ト
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
何
も
な
い

、
つ
ま
ら
な
い
町
と
言
う
前
に
、

自
分
た
ち
の
手
で
何
か
楽
し
い
こ
と
を
作

っ
て

み
よ
う
と
い
う
の
が
、
利
払
た
ち
の
モ

ッ
ト
ー」

と
諮
る
脇
山
さ
ん
。

一
方
で
は
、
昨
年

5
月
か

ら
富
山
テ
レ
ビ
の
『
ス
ー
パ
ー
タ
イ
ム
と
や
ま
』

の
市
町
村
特
派
員
と
し
て
も
大
活
躍
。
朝
日
町

の
ホ

ッ
ト
な
話
題
を
県
下
の
お
茶
の
間
に
凶
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
出
椀
回
数
は
、
お
市

町
村
の
特
派
員
の
中
で
は
断
然
ト
ッ
プ
。
－
年

日
比
ら
ず
の
間
て
お
凶
以
上
、
朝
日
町
を
初
介
し

て
き
ま
し
た
c

「
と
に
か
く
人
が
好
き
で
、
聞
が
好
き
」
と
笑

う
脇
山
さ
ん
。
誠
灸
師
と
し
て
の
本
業
に
も
精

進
す
る
か
た
わ
ら
、
「
え
ん
ど
れ
す
朝
日
に
は
若

い
人
た
ち
の
参
加
を
、
特
派
員
と
し
て
は
明
る
い

情
報
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し

い

で
す
ね
」
と
円
を
輝
か
せ
ま
す
。

＊星座名いて座

地
域
の
期
待
に
こ
た
え
た
い

手
に
職
を
と
歯
科
技
工
士
に
な
っ

て
6
年
目
。
現
在
、
魚
津
市
の
歯
科

医
院
に
勤
め
て
い
ま
す
。
忙
し
い
と

き
も
あ
り
，
ま
す
が
、
仕
事
に
も
慣
れ

充
実
し
た
糾
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ス
キ
｜
（

1
級
）
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
全
般
。

冬
場
は
休
み
の
た
び
に
ス
キ

l
に
出

か
け
る
一
方
、
所
属
す
る
「
泊
バ
ス

ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
で
迎
2
凶
、
さ
わ

＊勤務先稲葉歯科

女血液型 A型

＊趣味 スキー，バスケットポール

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の

「宮
崎
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
」
の
監
督
と
し
て
も

週
2
回
、
子
供
た
ち
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
の
期
待
に

こ
た
え
る
た
め
に
も
、

い
い
成
績
を

上
げ
る
こ
と
を
目
棋
に
し
て
い
ま
す
。

結
婚
は
、
で
き
れ
ば
近
い
う
ち
に

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
と
気
の

合
う
人
が
い
い
で
す
ね
。

谷

雄

一

さ

ん

〈
お
歳
・
宮
崎
）

竹

に）
~~歪込

殿
町
の
鹿
熊
智
明

・
厚
子
芯
ん
夫
妻
の

長
男
陽
平
（
ょ
う
へ
い
）
く
ん

6
歳

次
男
昂
平
（
こ
う
へ
い
）
く
ん

3
歳

3
男
祐
平
（
ゅ
う
へ
い
）
く
ん
叩
か
月

わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い

た
く
ま
し
く

長
男
の
陽
平
は

一
番
上
ら
し
く
、
家
の
手
伝

い
も
よ
く
し
て
く
れ
る
反
面
、
と
て
も
慎
重
で

内
弁
度
。
家
で
の
元
気
を
外
で
も
発
揮
で
き
た

ら
と
思
い
、
ス
イ
ミ
ン
グ
へ
通
わ
せ
て
い
ま
す

が
、
楽
し
く
行
っ
て
い
る
よ
、7
で
す
。

次
男
の
昂
平
は
や
ん
ち
ゃ
坊
主
。
保
有
国
で

は
元
気
男
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
で
は
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
よ
く
遊
ん
で
い
る
か
と
思
え
ば
、
い

つ
の
間
に
か
ケ
ン
カ
に
。
で
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

こ
わ
が
り
で
甘
え
ん
坊
。
弟
に
焼
き
も
ち
を
や

く
こ
と
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
。

3
男
の
祐
平
は
今
、
何
に
で
も
興
味
津
々
。

目
的
に
向
か
っ
て
突
進
し
て
は
口
の
中
へ
。
そ

し
て
、
ど
こ
で
も
つ
か
ま
り
立
ち
。
と
て
も
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。

2
、
5
0
0
づ
で
生
ま
れ
た
の

が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
わ
が
家
の

3
人
組
、
テ
レ
ビ
の

C
M

で
は
な
い
け
れ
ど

「
わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い
。
た

く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

桜町正気柔道

スポーツ少年団

礼
に
始
ま
り
礼
に

終
わ
る
柔
道
を

私
た
ち

「
桜
町
正
気
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
は、

桜
町
公
民
館
時
代
を
含
め

る
と
初
年
以
上
の
年
月
を

重
ね
て
い
ま
す
。

現
ゎ
什
の
南
武
道
場
正
気
館
に
移

っ
て
7
年
目
。
県
め
中
堅
一ど
こ
ろ

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
昨
年
の
主
な
成
績
は
、
3
月

の
全
凶
大
会
県
予
選
は

3
位
、
6

月
の
中
学
生
と
の
合
同
チ

l
ム
に

よ
る
警
察
柔
剣
道
大
会
県
予
選
は

ベ
ス
ト

8
、

H
H
の
県
錬
成
大
会

は
4
位
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

週
2
回
、
各
1
時
間
半
と
、
他

の
強
豪
チ
ー
ム
に
比
べ
少
な
い
練

内
時
間
な
が
ら
、
集
中
す
る
、
無

駄
な
動
作
や
無
駄
口
を
た
た
か
な

い
な
ど
の
方
針
で
練
習
に
臨
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
繰
自
の
ほ
か
に

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

下
沢

和
歌
山
県
の
和
歌
山
市
で

す
。
人
口
は
約

ω万
人
。
占
く
か

ら
城
下
町
と
し
て
、
栄
え
て
き
た
ま

ち
で
す
。
和
歌
山
と
い
え
ば
、
み

か
ん
や
梅
ぽ
し
な
ど
が
有
名
で
す

が
、
県
内
に
は
白
浜
を
は
じ
め
観

光
地
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の

人
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

こ
ち
ら
と
違
い
気
候
は
混

暖
で
、
朝
夕
の
冷
え
込
み
は

厳
し
い
も
の
の
雪
が
降
る
こ

と
は
な
い
で
す
ね
。

｜
｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

年
に
な
り
ま
す
か
？

下
沢

も
う
す
ぐ
丸
3
年
に

な
り
ま
す
。
現
弘
、
黒
部
保

健
所
で
獣
医
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に
綜
ぐ

尚
は
和
歌
山
市
役
所
に
勤
め

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点
。

も
、
年
数
回
の
お
食
事
会
、
入
団
歓

迎
会
、
年
印
式
等
の
減
陛
を
図
る

行
事
も
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

体
の
小
さ
い

f
、
大
き
い
子
、

強
い
手
、
お
と
な
し
い
千
、
だ
れ

も
が
頑
張
れ
ば
、
た
と
え
成
結
に

現
れ
な
く
と
も
頑
張

っ
た
分
は
自

分
自
身
が
一
番
よ
く
知

っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
絡
め
た

子
ど
も
た
ち
。
頑
張
る

・
努
力
す

る
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感

じ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
団
員
は
女
子
も
含
め
て

小
学
生
別
人
。
月
・金
の
週

2
回
、

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
連
絡
は
南

茂
（
官
邸
1
0
5
9
6
）
ま
で
。

て
い
ま
し
た
。

｜
l
こ
ち
ら
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
。

下
沢

仕
事
柄
、
地
域
の
中
を
回

り
、
住
民
の
方
々
と
話
を
交
わ
す

こ
と
も
多
い
せ
い
か
、
一
言
葉
は
も

と
よ
り
こ
ち
ら
の
生
活
に
も
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、

自
分
の
住
む
町
内
が
駅
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

学

校
な
ど
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
暮
ら

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
朝
日
町
に
望
む
－』
と
は
？

下
沢

こ
ち
ら
に
来
て
、
食
べ
物

は
も
ち
ろ
ん
、
水
の
お
い
し
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
町
に
は
こ
れ

か
ら
も
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
お

い
し
い
水
を
守
り
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－
平
成
5
年
2
月
号
＠

自家柔誌記の箱 ”自分の楽絡の11Jにある薬のように，自分の思うとおリに利用できるものe また，すっか 1）身につけた技術。古＜ Ii，なく て

はならない大切な人物のたとえ。

槽，...，.胴理組暗暗躍渇園田

主i議岩を義つ わずかな水のしたたりでも，絶え間なく落ちていると，かたい石にも穴をあける。些細な物渉でも，続ければ大きな結果を招
来するという意味。
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ますが，この｜時期は新年会の

スケジュールも数多く入って

います。

しかし，こうした宴席は，

町民各位との意見交換の場で

あり， 皆さんの生の声を聞け

るよい機会。今夕もがんばっ

て出席する予定です。

ところで，明後日は成人式。

心からお相l1t、申し 卜．げると同

II寺に．新成人には碓闘とした

M標を持った生活を送ってい

ただきたいと思います。

今日の朝刊にい盟かな生活

1:1立に遅れいという見出しと

た。

月。

ゆ
でさっ、

（
冬
は
ブ
リ
）
（5
曲賞
）

（
給
食
の
時
間
に
）

M
〈ん

「
先
生
、
今
白
の
こ
の
魚
、

広
ん
て
名
前
け
つ
・」

保
母

「こ
れ
ね
、
う
ー
ん
と
プ
リ

み
た
い
な
あ
」

男
W
H
「ふ
ー
ん
、
こ
れ
が
プ
リ
か」

保
母

「問
題
を
出
し
ま
す
。
魚
な

の
に
怒
っ
て
ば
か
り
い

る
負

は
な
ん
で
し
ょ
う
つ
・」

t
………竹「
わ
か

っ
た
／
プ
リ
だ
」

何
くん

「じ
ゃ
あ
ね
、
プ
リ
リ
プ
リ

で
も
家
に
い
る
チ
ョ
ロ
今
ヨ

ロ
動
く
プ
リ
は
つ
・
」

保
母

「わ
か
っ
た
、
ゴ
キ
ブ
リ
だ」

全
員
「
え
｜
、
も
う
わ
か

っ
た
。

す
ご

l
い
、
先
生
っ
て
頭

い

い
／
」

Y
〈
ん
「
？
日
、

〈
昔
、
い
プ
リ
は
何

ともに「92年版行少年内書J

の概要が載っていました。小

学生では，朝一人で起きる子

が減ってきていゐはか，将米

何になりたいか決めているイa

は30%とか。核家族化や「少

刊しの進展による過保護の

影響がその背長にあると白書

は指摘していますが，町職員
すもう大会（山崎保育所）

また.t占l.j':7)た

だ
ん
」

を
グヲ

ぐ
っ

τ 
~，注

副崎

議
tうご

続
き

西量母が桃 • 114 I'. I ：｝力 i黒川℃’.w ：二 1fi~ ヒた侠：ム 二 H'·i二一 I~ ltirlY, ~ 'kカなるといっ！ム，；)lから.ft しく 1~~かたい む のの こ と
》え

｛／

H
I
 

T
し
よ
う
つ
」

丁
〈
ん
「
く
ぎ
い
プ
リ
：
・
。
わ

か

つ

た
オ
ナ
ラ
」

何
〈
ん
「
ぞ
う
や
、
プ
リ
、プ
リ
ッ
て

ね

｛
健
康
診
断
）
（3
歳
児）

保
母
「
今
日
は
健
康
診
断
だ
か
ら

手
く
お
昼
寝
し
ま
し
ょ
う
ね
」

A
Z
ん「
け
ん
こ
う
し
ん
だ
ん

っ

τ

ナ

l
ニ
マ
」

g
tι
「
吋
ん
こ
う
す
る
こ

t
？
」

保
母

ァ
え
つ
つ
一

C
〈
ん
「
ら
が
う
よ
、

げ
っ
こ
ん
す

る
こ
と
だ
よ
」

。
〈
ん
「
け
ん
け
ん
す
る
こ
と
だ
よ
」

（
：
・
な
ど
な
ど

「
け
ん
こ
、
っ
し
ん

ま
し
た
）

h

一
広
報
ク
イ
ズ

し
ク
一

（問

題
）

山川

．
①
U
月
定
例
議
会
で
の

一
般
質
問
の

肝

件

数

は
？

企

③
日
件

⑮

引

件

。

別

件

②
役
場
は
2
月
の
何
日
か
ら
毎
週
土

川
H
が
休
み
に
な
る
か
？

＠
6
け

⑮
は

H
O
初
日

③
町
県
民
税

・
一附
件
税
の
申
告
期
限

は
3
月
の
何
日
ま
で
？

＠ば
M
U

⑮

初
日

O
お
H

〔応
募
方
法）

会
は
が
き
に
答
え
の
・
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
品
川
き
2
川
日
R

（当

円
前
印
布
効
）

ま
で
に
役
場
総
務
川
崎

秘
書
広
報
係

（一T
m
m
l
m
w
朝

H
町
道

－卜
1
1
3
3
）
へ
送
勺
て
く
だ
さ
い
。

州
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

A
H

前
凶
の
当
選
者
は
、
稲
荷
直
チ
さ

ん
、
古
良
さ
ん
、
制U
椛
さ
ん
に
決
ま

リ
ま
し
た
。
（
正
解
は
①

l
O、
②
i

＠
．
③

＠

、
お
通
中
、

正
解
は
お

辿
｝

⑬ 

介伶、，hリ
v

l
f』

anu 

－a
E
M
 

の
l

’v
 

冷ノ
4
11
 

ィ、つ
却
位

占
h
aの，ae

 

4
目、

h
H
O
 

、’η
』
川
心．UZ

 

“
民
山
岡
明

H蜘い
’の

山
吋

、
内
F

機

い

い

出

自

理

こ

あ

い

動

と

が

い

’
る

む

進

白

日

の

ら

生

息

は

す

臨

前

－

吉

川

望

た

学

ら

際

対

に

は

計

ら

とン

、

：
．
p

k

ν

・－

4

央

、
司i

’力

活

a
v
f
カ

と

ふ

車

入

月

生

・
働

え

な

す

業

試

日

1

3γ

際

で

答

ら

と

職

で

吋

（

の

場

と

さ

。
う

の

え

色

人

’

験

役

』

今

す

こ

そ

、
つ
剣
引

恥

試

が

…

を

ま

就

て

f

一

、
wg巾

用

親

で

と

い

に

身

し

第

み

川

保

r
の

こ

て

職

自

を

が

の

み

れ引

の

を

う

た

し

分

解

と

る

一

心
伝
情

A管良（ 9) 

－
平
成
5
年
2
月
号
。



2
月
却
自
由
か
ら
毎
週

土
曜
日
、
役
場
の
業
務
、
が

休
み
に
な
り
ま
す

町
で
は
、

ま
し
た
、
が
、

た
だ
き
ま
す
。

ま
す
。

こ
れ
ま
で
第
2
と
第
4
土
曜
日
に
役
場
を
閉
庁
し
て
お
り

2
月
初
日
の
土
曜
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
を
閉
庁
さ
せ
て
い

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
だ
し

役場

土曜閉貯の
お知らせ

医療の現場から

一
主
曜
日
・
日
曜
日
の
窓
一

一
口
業
務
は
白
直
者
が
対

一

一
応
し
ま
す
。

一

・
死
亡
回
、
婚
姻
刷
、
出
生
届
等

の
受
付
（
婚
姻
届
、
出
生
届
は
お

預
り
し
、
月
曜
日
に
処
理
し
ま
す
。）

・
火
葬
許
可
帯
、
向
動
車
の
臨
時

運
行
許
可
舎
の
発
行

－
住
民
票
等
の
交
付
申
請
の
受
付

（
月
曜
日
に
本
人
へ
郵
送
し
ま
す。）

・
町
税
の
収
納

－
土
曜
閉
庁
の
お
知
ら
せ
⑪

消
防
団
出
初
め
式

N
4
ソ

F

l
月
6
H
、
恒
例
の
朝
日
町
消

防
団
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
約
3

0
0
人
の
団
員
が
脇
子
八
幡
宮
で

無
火
災
祈
願
を
し
た
後
、
泊
地
区

で
一
斉
放
水
、
分
列
行
進
を
す
る

な
ど
火
消
し
の
心
意
気
を
不
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
無
火
災

分
団
や
優
良
団
員
の
表
彰
も
あ
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
消
防
長
功
労
章

越
津
久

行
（
4
分
団
分
団
長
）

朝
日
町
消
防
長
無
火
災
表
彰

l

分
団（

2
年
）、
2
分
団
（
3
年
）、

3
分
間
（
ロ
年
）、
4
分
団
（

3
年
）、

5
分
間
（
5
年
）、
6
分
団
（
3
年
）

朝
日
町
消
防
団
長
功
績
章

鍋
島

佐
一

（
1
分
間
班
長
）
、
吉
田
清
光

（
2
分
間
班
長
）、
有
野
幸
雄
（
2

一
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
一

一
で
次
の
受
付
を
行
っ
て
一

一
い

ま

す

。

一

・
屯
話
に
よ
る
住
民
誌
、
諸
説
明

－
郵
便
に
よ
る
住
民
謀
、
戸
籍
謄

土
曜
日
に
業
務
を
休
ま
な
い
所

抄

本

の

申

訪

の

受

付

保

育

所

、

福

祉

セ

ン

タ

ー
、
老

一

一

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
基
幹
集
落
セ

一
土
曜
日
の
開
閉
庁
部
門
一

一

一

ン
タ

i
、
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン

一
の
区
分

一

一

一

タ
｜
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

土
曜
日
に
業
務
を
休
む
所
と
、

ー
、
中
央
図
書
航
、
町
民
総
合
体

休
ま
な
い
所
は
、
次
の
と
お
り
で
育
館
、
生
涯
学
習
館
、
ふ
る
さ
と

す
。

美

術

館
、
消
防
署

土
曜
日
に
業
務
を
休
む
所

そ
の
他

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
診
療
小

・
・
中
学
校
は
第
2
土
附
日
は

所
、
教
育
セ
ン
タ
ー

休

み

で

す

。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
は
2
月
U
自
由
か

ら
毎
月
第

2
・
第

4
土
曜
日
、
か
外
来

休
診
（
試
行
）
に
な
り
ま
す
。

県
下
公
的
病
院
の
隔
週
土
曜
日
の
外
来
を
休
診
〈
試
行
）
と
い
た

休
診
実
施
の
動
き
の
中
で
、
あ
き
し
ま
す
。
な
お
、
急
患
の
方
は
今

ひ
総
合
病
院
も
2
月
幻
自
由
か
ら
ま
で
ど
お
り
診
療
い
た
し
ま
す
。

毎
月
第
2
土
曜
日
と
第
4
土
曜
日

分
団
団
員
）
、
中
島
出
安
（

3
分
団

班
長
）
、
古
江
佐
登
志
（

4
分
団
班

長）
、
尾
山
幸
郎
（

5
分
団
筑
長
）
、

海
老
真
二
（

6
分
団
団
員
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
状

中
野

義
凶
（
1
分
間
団
員
）
、
塚
本
章
（

2

分
団
団
員
）
、
越
問
利
志
雄
（
3
分

団
団
員
）
、舘
秀
治
（
4
分
団
団
員
）
、

小
林
柴（

5
分
団
団
員
）
、
金
森
正

樹
（
6
分
団
団
員
）

日
ポl
ツ
の
結
出

町
卓
球
選
手
権
大
会

（
%
朝
日

中
体
育
館
）

マ
シ
ン
グ
ル
ス

・
男
子

l
位

居
波
宏
樹

2
位

水
島
一
友

・
女
子

l
位

上

不

勝

美

〉
二
川
一

成
H
リ
山
両
市
ひ

’4
ム
小

ι

＋
惚
尺

H
RH
t
ド
「
千
京
、

マ
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
）

－
位
徳
竹
直
樹

・
近
藤
浩
樹
組

2
位

小

杉

修

平

・
水
島
信
牟
組

整 あ

中な形§
か 外ひ

藤げで

真上震
一一ち

医
師

つえ

転ばぬ先の杖
昔カ為ら，苦労することを

を折る”身体にこたえること

を“骨身にしみる”身体を休

めることを“骨休み”など，

骨という単語を使った言葉が

たくさんあります。どの言葉

をみても，骨は身体 ・心の中

心という意味で使われていま

す。

しかし，この身体 ・心の中

心である骨も，年齢を重ねる

と変形し弱ってきます。特に

60歳を越えると変形性膝関節

症，変形｜全腰椎症，骨粗緩症

で当整形外科を受診する患者

さんが増えてきます。中には

骨が弱っているために，軽〈

転んだり尻もちをついただけ

で骨折する人もでてきます。

これでは，文字どおり“骨折

り損のくたびれ結け”です。

60歳を過ぎれは＼ だれでも

骨の変形が生じたり骨が弱く

なってきます。このよ うに弱

くなった膝や艇に無理をかけ

て生活すると骨，関節の変形

がよりはやく進むようになり

ます。痛いときには無理せず

イ木むように， またf南みカf強い

ときは我慢せず杖をつくよう

にしましょう。杖によ って足

腰への負担は減り，また転び

にくくなります。転んで骨折

してからffz＇悔してもは じまり

ません。転ばぬ先の杖が大切

なのです。

－
平
成

5
年
2
月
号
⑪

元通（;t届なるが通し ・あまりにもまっすぐなものは，ー見出がっているように見える。完全なものは，一見不完全なように見えるということ。知恵とカ（;t重荷にならぬ……知i忠と力はいくら持っていても負mにはならない。あればあるIiどよい。



＠朝日町社会福祉協2集会，i,
皆さんと共に地織の福祉向

上を自指す福祉団体です．

・場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

よ妥
去の
Z袋
あ L

S巳
-J~~~包E き 宍
？向。n区n援 ~ ~こ

~ .. ~ ;zl-er1 Mf；募 人

;T lこ

。「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い

お
正
月
」
を
ス

ロ
l
JH
ン
に
行
わ

れ
た
故
末
た
す
け
あ
い
運
動

J
VA

の

袋

」

必

金

皆

さ

ん

か

ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
券
金
は
、
町
か
ら

の
歳
末

見
舞
金
と
あ
わ
せ
、
町
内

の
必
ま
れ
な
い
家
騒
や
寝
た
き
り

毛
人
な
ど

3
1
1
人
と
川
町
内
の
社

会
悩
祉
施
設
や
医
療
機
関
に
入
所
・

入
院
中
の

2
3
1
人
の
計

5
4
2

人
の
方
々
に
、
各
地
区
の
民
生
委

員
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
只
を

通
じ
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

－
募

金

の

内

訳

。
一
般
募
金
（
愛
の
袋
）

1

7
8
3
6
5
9同

0 

町
圃＋・

Jι 
出
金

1 

1 
3 
4 

0 
0 
0 
阿

O
普
怠
銀
行
支
出
金

ノk
rl 

JI・ 

2 

9 
7 6 
9 1 

0 3 
0 4 
0 1 
川円

役
場
や
出
先
機
関
に
勤
務
す
る

臨
時
職
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

職
種

一
般
事

務

保

母

割

理

只

希

護

財

応
募
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る

人

（者
必
対

・
調
理
民
を
除
く
）

平成5年2月分

くちしの情報室

ホット求人情報

訳

0 

~L ・
前 お
｛以
議 見

2 32 舞
O 人
4 － 内。
0 
0 
円

O
生
前
関
節

（
犯
人
）

1
5
9
、0
0
0
円

O
寝
た
き
り
老
人

（

ω人
）

2
0
0
、0
0
0
円

。
重

度
心
身
障
者
（

2
0
3
人
）

ー、
0
1
5
、0
0
0円

O
盟
子
（

3
人
）

1
5
、
0
0
0
円

。
制
祉
施
設
入
所
者
（
1
2
9
人
）

7
7
4
、
0
0
0
円

0 
長
期
入

2, ~ 
9 6 ~ 
7 1 1 
9 2 0 
0、 0 ? 
0 0 ~ 
0 0 
円円

：

ー
ノ
l
忌
”

で
、
保
母
及
び
看
護
婦
に
つ
い
て

は
、
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

雇
用

4
月

1
日
以
降
、
必
要
に

応
じ
て
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

申
込
み

立
鉢
を
希
望
す
る
人
は

3
月
四
日
幽
ま
で
に
、
自
識
の
履

歴
書
と
資
格
の
必
要
な
職
純

（
保

母
及
び
石
設
耐
）
に
つ
い
て
は
免

許
の
写
し
を
添
え
て
、
役
場
総
務

課
人
下
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

、。
－L
V
 

〔
官

会
員
加
入
状
札
］

た
だ
い
ま
非
民
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賢
助
金
貝
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

桝
弁
が
r
尚
、
一州
井
祐
子
、

一州
井
正

義、

一
桝
井
子
市
ル
寸
、
以
上
今
義
字
、

一以

み
か
を
る
、
坂
本
の
ぷ
，
，
丁
、
石
井
出

紀
子
、
松
原
勝
荘
、
絞
原
氏
子
、
松

原
秀
雄
、
松
原
ま
き
ぷ
J

、
松
原
す
ゑ
、

折
谷
昭
彦
、
上
杉
山
口
正
、
米
丘
利
明
、

坂
東
保
、
坂
東
紙
、
肘
波
卯
七
、
肘

波
千
鶴
チ
、
ヰ
寸
随
栄
、
寺
田
と
し
、

越
間
政
治
、
越
間
ハ
ツ
エ
、
西
島
友

行
、
西
島
芳
校
、
野
沢
美
保
子
、
竹

内
町
雄
、
木
井
不
之
、
一
州
仙
汁
仰
犬
、

大
山
山肌ハ上
ベ
大
山
純

f
、
大

aM
ハ
ツ

エ
、
杉
凶
誠
、
杉
削
し
の
ぶ
、
近
似

憲
治
、
舟
本
線
義
、
舟
・
本
ひ
さ
チ
、

上
野
泣
チ
、
野
沢
征
人
、
叫
判
例
好
夫
、

大
子
折
級
、
大
子
出
附
、
大
村
川

f
、

償
山
縫
い
日
川
、
品
川
…
仏
糾
雌
、
仙
一
休
み
つ
、

水
品
洋
チ
、
水
島
孝
弘
、

トし
沢
誠
一

、

上
沢
末
、
千
ヘ
小
坂
憲
司
、
小
．
取
引
州
チ
、

高
田
竹
松
、
富
田
秀
雄
、
水
一卜
誠
二
、

市
森
和
之
、
市
本
立

f
、
セ
町
古
刷
、

水
野
．
止
闘
力
、
真
岩
久
雄
、
赤
川
仁
子
、

東
斉

一
、
東
フ
ミ
子
、
折
谷
和
男
、

折
谷
み
ち
子
、
安
達
竹
則、

安
達
英

，f
、
上
沢
繁
雄
、
上
沢
と
み
子
、
同

弘
、
・
中
津
タ

マ
子
、
細
川
森
伎
、
長

井
達
雄
、
加
賀
あ
や
、
松
・
水
龍
蔵
、

松
永
は
な
子
、
大
平
一
衛
、
大
平
市

千
、
魚
住
栄
作
、

魚
住
す
み
チ
、
消

水
博
、
清
水
市
除
、
清
水
制
日
一
、
消

水
穴
久
、
山
水
M
m
夫
、
山
水
い

一
、

N
H
K
学
園
専
攻
科
「
社

会
福
祉
コ
l
ス
」
学
生

N
H
K学
園
「
社
会
福
祉
コ

ー

ス
」
（
通
伝
制

2
年
）
で
は
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
背

成
を
円
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

4
月
期
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

2
月

1
日

1
4
H
5

1::1 

....’lit人情報一覧ti!,むこ・利用下喜い ｛高エ観光波カワン？叩に展示）

:": （わしいニとu.！’．法公共旗揚安定所朗自分y%?82-0198へお問い合わせ 〈たさい．

入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
以
上

修
了
年
限

2
年

（
半
年
を
l
則

と
し
て

4
期
ま
で
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
入
学
案
内
書
（
付

願

書
、
無

料
）
の
詰
求
は

N
H
K

学
園
高
等
学
校
山
中
攻
科
（
〒
附
｜

2月27日凶午後1時～3時40分

コミュニティホール「アゼリアJ

・朝日町PTA連絡協議会勝目

「学校5日制iこ向けてJ

・青少年育成推進指導員朝日町連絡会

第9回

豊かな心を育てる推進大会
・日時

・会場

．発表

幸子

とくれさんから

1. 740円。LI＊紡制（株）ヅj・働組介ffl文部

さんから 4l.077fl.J 

0宮崎 松本純イ・さんから

2. 903fll 

0蛭谷町内会さんよリアルミ｛Ii

凶収の似続イf;: 9.000PJ 

QJ;pj谷I.~1iJj·従来日 －同さんか

ら 11.099問

。朝Hロータリ ークラブさんか

ら 100,00WJ

0朝日屯r株式会社さんから

19,406ド1

0とく 4うさんから 10,000l'J 

0と〈名さんから 12 ,000111 

Qdl小学校児i'i'i:会さんから

14. 763ILJ 

O小JII 拙，.i~_I：業株式会社代K.!!'ll

締役 ｜ぷjfll -J!I~ さんから

500.000llJ 

一昨
水
節
4
J
、
鍛
治
守
、
鍛
治
昭
三
、

鍛
ソ
中
川
町
旬
、
鍛
一
市
川
義
、
．
れ
井
敏
、
高

川
勉
、

いい川川記、

ぃ品
川
益
版
、
大
井

一
光
、
門
川
与
三
除
、
門

u
一
郎、

以
岡
山
向
吾
、
松
凶
結
、
松
田
和
夫
、

山
内
野
降
、
ふ
故
井
俊
男
、
広

m博
文
、

山
川
数
一
、
州
出
坊
、

．
れ
井
比
例
典、

，h
井
市
夫
、

．白
井
勉
、
山

m
U明、

広
田
典
前
、
縦
四
剛
、
－
r
H
川ぃハ

一

肘
聞
広
夜
、
野
町
路
〆
寸
＼
M
m
L
小
ト
ミ
、

河
野
小
夜
子
、
加
藤
潔
、
水
島
三
蔵、

河
内
政
次
、

浜
田
市
定
、
扇
谷
要
、

川
谷
誠
、

一
副
谷
よ
し
，
十
、
野
出
託
、

野
田
い
の
、
中
谷
庄
二
、
U
岩
貞
子
、

金
子
実
、
金
チ
早
苗
、
大
浜
テ
ル
子
、

。蝉谷
ありがとう A 盆・

あたたれ吟ミ！伊賀b

＠朝日町善意銀行 ナ想？
( 12月8日～ l月10日）

－
ふ
く
し
の
窓
＠

浜
岡
敬

f
、
竹
谷
信
雄
、

n岩
伝
子、

が
義
M

川
崎
千
千
、
白
山
利
久
、
挫
郎

ι

久
山
、
が
義
刀
刷
、
山
川
八
秋
、
九

引
退
守
、

水
品
附
、
水
山同
尖
了
恵
、

前
川
師
児
、
水
島
コ
ハ
ル
、
制
地
祐

司、

佃
文

一
、
中
山
俊
娩
、
中
山
淑

f
、
山
本
似
て
引
け
剛
彦
市
、
一州
山汁

栄
、
村
ト
彩
、
道
下
北
、
獄
凶
き
み

子
、
村
ト
崎
紀
、
村
上
幸
子
、
村
止

槻
．
半
、
村
上
ゆ
き
ノ
寸
、
勝
原
存
、
勝

原
す
ず
、
以
上
附
名
陥

μ
〈賛
助
者

が
多
数
の
た
め
、
今
月
拍
載
で
き
な

か
っ
た
万
に
つ
い
て
は
、
次
u
す
で
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）ご
f
糸

取
い
ま
す
。
）

綱渡円 より世渡り…...世の中をi度る二と!.t.制i皮？｝よ IJ!, ftしいということ偽

。朝日町ライオンズクラブさん

から 100,000PJ 

0山崎 フォ ーメイションスマ

イルさんから 10,000問

。 l：町 神チ沢きみえさんから

17,196判

。刺 I!ショッピングセンター「ア

スカ」 従業民一｜百］さんから

35,000円

。桜町 南茂ii：γーさんから医僚

功労賞受筑ーを記念して

20,000円

。朝日町錦鯉愛好会さんから

20.000刊

旧
東
京
都
一国
立
市
富
士
見
台

2
l

po

h
A

、1i
t

同
】

n
U
A噌
「

3
1
1
F
H
H

令。1
i
F3

3

Z
（

t

7
 

1
）
へ
。

夢
産
地
講
演
会

2
H凶
日

ω午
後
7
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
「
ア

日
時

場
所

ゼ
リ
ア
」

講
師

州
地
雌
古
氏

士）
演
題

「
成
功
す
る
人
し
な
い
人
」

入
場
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は

役
場
企
画
情
報
課
（
宮
内

線

2
3

1
）

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

（教育学博

豊番富理号 求人総筏 年齢 賃 金 性~IJ
就業場所 採用数｜！ 資免格経験

同 休 白 人 1午等

担襲被組 立エ 18才ー 140,000-
男

朝日町草聖子
3 

不問
55才 250,000 日祝他．年86臼 見習可

2 食品の包装 20才ー 130,000-
男

朝日町宮崎
3 不問1J，日 エ 65才 160,000 日祝

3 エヰ呈管理責任者 18才ー 185,000-
男

朝日町三枚橋
2 高校卒事終

40才 215,000 日， 4遇 5休 普通免許

4 総務．佳 総理 50才『 200,000-
男

務呂町ニ枚橋
経験者に限る貧 者 60才 300,000 日祝他

5 配 海 車産
I 8才～ 147,800～ 

男
朝日町東草野 高校卒業

45才 222,000 日祝． 第3土曜 普通免許

6 建築土木エ 18才～ 157,200-
男

朝日町東草野
3 不問60才 223,200 日祝． 第3土曜

7 機械工補佐
18才～ 130,000 女

朝日町草野
不問50才 日祝他，年86日

2 

8 司E 務 員
20才ー 130,000-

女
朝日町道下

2 
高校卒事誕

40才 140,000 自説 普通免許

9 組 立測定 16才ー 115,000-
女

朝日町月山
検査係 45才 140.000 日祝．月 2回土曜

5 不問

10 製 途 エ 18才ー 124,000 女
朝日町大家庄 高校卒栄

34才 日祝， 年105日
2 

不問

扇谷俊成「自然ふれあいコンサー卜を企

画してJ

・朝日町連合婦人会川端きみ子「ゴミ

減量化に取り組む婦人会」（寸劇）

・朝日町児童クラブ連合会小竹秀夫

「あさひわんぱく探険隊に参加してJ

・記念講演 回NHKチーフアナウンサー

川上裕之氏「学ひeつつ心豊かに生きる」

コJ
J
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

仁
い
」
国
民
年
金
の
手
続
き
は

一レ
ha
一
お
す
み
で
す
か
？

E
I－
－

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

め
輿
さ

日

同

一
ん
（
第
三
号
被
保
険
者
）

一
金

一
は
白
ら
国
民
年
金
保
険
料

口

利
〕
を
納
め
る
必
．
安
は
あ
り
ま

口
問
L

せ
ん
が
、
「
節
三
号
被
保
険

者
」
と
し
て
冒
取
扱
わ
れ
る
た
め
に

は
胤
山
を
し
、山
川
叫
ん
必
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
納

め
な
く
て
よ
い
似
険

料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
た
り

「
第
三
号
被
保

険
者
L

と
し
て
の
記
鈷
が
残
ら
な

い
の
で
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
忘
れ
て
い
る
方
は
、
印
鑑
、

年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証
等
を
ご

持
参
の
上
、
役
場
の
国
民
年
金
係

で
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
第
三
サ
被
保
険
者
の
届

出
を
し
た
後
に
、
勤
め
に
出
て

厚
止
年
金
あ
る
い
は
ん
・
例
年
金
に

加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

自
営
業
な
ど
で
大
き
な
収
入
が
伴

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
あ

る
い
は
、
ご
主
人
が
勤
め
を
辞
め

ら
れ
た
り
、
勤
め
先
が
生
わ
ら
れ

た
と
き
な
ど
も
凶
山
が
必
要
で
す
。

－
平
成

5
年
2
月
号

＠

出遣いより小遣い …・まとま った買い物などでH<lにtbる質問よりし.l:!'ii¥＇の二まよま Lたえ；I¥7),jうか集JtL. てみると立外 ：：多 t 、~ 7)たと
ヲニと



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

町
県
民
税

所
得
税

qリ
同
円
山
川
口
い
】
立
小
明
、
白
出

Et
口
＋
佐

側
人
の
町
県
民
税

・
所
得
税
の

申
告
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
は
、

2
月
日
日
か
ら

3
月
日
日
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
、

2
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
該
当
の
人
は
、
申
告
書

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
、
ぇ
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、

3
月
日
日

ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
農

漁
協
（支
所

・
出
張
所
）の
申
告
書

投
入
相
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
件
は
、

名
良
漁
協
の
巾
告
特
投
入
和
へ
は

入
れ
な
い
で
、
税
務
取
引
か
役
場
税

． 

務課へ持参してください。ま

た、所得税の確定申告をした

方は町川町民税の申告をする必

要はありません。

なお、所得の計算や申告書

の書き方がわからない方は、

左記の日程で地区別に相談を

受けますので、ご利用くださ

ov 

また、巾告書が川いていな

いHや記入のしかた等につい
てわからない打は、役場税務

課（宮内線l04）へお問い

合せください。

一期 日 地区 f-ェ 場

2月18日（材
境 中央農協境支所

笹川 中央農協笹川支所

2月19日ω j白
朝日町役場4F 

2月22日(Jl) （全地区｝

2月23日（刈 五箇庄
中央農協ii.筒庄支所

2月24日かゆ
トー

2月25日体） 宮崎 宮崎i甫撒協

2月26Fl倒
山崎 中央農協山崎支所

3月 1日（川）

3月 2日（刈 南保 中央農協南保支所

3月 3日（水） 佐谷・羽入 中央農協t1；：谷出張所

3月4日付ゆ
大家庄 大家庄農協

3月51:1紛

一

申告相談会日程

愛
の
献
血

。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
ロ
月
実
施
分
、

A
H
印

は川柳
A

眠
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
凶
献
血
者
）

境
地
区
会
水
島
義
晴
、
人
M

恨
建
一冗

成、

※
水
島
敬
太

笹
川
地
区
※

勝
目
タ
英

泊
地
区
食
犬
田
催
、

会
下
沢
久
目
、
会
中
村
晩
、
会
荒

地
附
幸
、
会
竹
中
広
志
、
会
横
山

三
春
、
食
品
出
勝
義
、
合
舟
橋
誠
、

会
魚
住
芳
明
、
会
川
村
浩
、

A
H

石

沢
佐
紅
、
会
一
キ
崎
加
代

f
、
※
加

藤
久
美
子
、
※
瀬
沼
路
子
、
※
竹

内
秀
幸
、
※
沢
田
真
澄
、

※
名
取

賞、

※
村
口
恵
子
、
※
寺
崎
昭
彦
、

※
梅
沢
雅
一
、
※
高
橋
光
男
、
殿

くらしの情報室

-Ii 

<'J 
DD 

比日

n

｝
－
伺

章
一
年一前

価
オ
ペ一比

j

一月

u
t

一前

単位 ：円

。。

生活必需昂

平

1月

133 

1月分(f1t}l10 l:l税イ岬公｝

ン

才a

ソリ

!Ub'c I fl 

tf 

l詰机J;l高時UJ)fj:いずれも午前9時30分～午後4防

策本m来日以外にも従務;2llで相殺を受・けています．
※土曜lUえびIIRM ll ti . 問rt 日て’すのて斗11議！;th~ 、ませ

ん。

村
康
彦
、
古
沢
真
澄
、
水
島
由
紀

子
、
横
山
純
子
、
下
沢
愉
美
チ
、

紺
犀
篤
志
、
大
島
悦
子
、
大
島
達

也
、
岡
田
倫
明
、
寺
崎
真
樹
、
中

山
節
子
、
岩
田
降
、
八
木
昌
孝
、

加
賀
し
げ
、
平
坂
洋
子
、
島
田
裕

子
、
笹
川
広
美
、
久
我
口
香
代
、

長
谷
美
由
起
、
米
国
淳
、
新
回
訓
、

松
原
年
子
、
畑
良
造
、
竹
内
恭
チ
、

平
板
上
品
佐
美
、
岡
本
千
恵
、
商
品

、
え
り
チ
、
東
山
催
子
、
萩
原
良
美
、

大
崎
広

ytrナ
五
箇
庄
地
区
カ
水

下
和
彦
、
会
金
沢
清
、
食
滝
本
明

丹
、
会
鍛
治
智
一
、
公
浜
宏
伯
、

※
輩
出
私
一
川
、

※
広
削
和
徳
、
西

村
元
成
、
南
茂
英
チ
、
小
川
千
明

南
保
地
区
食
中
村
和
彦
、
会
小
林

光
義
、
※
小
坂
貞
文
、
※
清
水
忠

美
子
、
勝
原
成
人

山
崎
地
区
会

16 

tt ，、ン
(1干j凶i¥11I) f＇.｛入 リj
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白山十 Ill i孔仰｜

( 'i•fl: j氏自1)600111~ ）
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.，勺ぷ 5～6

平成5・6年度の町の
請負工事などの指名参
加願を受け付けます

・参加願の有効期間

年度 （2年間）

式 建設省統一線式

・受付期間

＝
農
振
除
外
申
請
は

＝

一一
3
月
日
日
ま
で
に

＝

農
業
娠
興
地
域
内
の
農
用
地
収

域
で
は
、
優
良
農
地
を
保
全
す
る

立
場
か
ら
開
発
が
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
地
を
宅
地
等
に

転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
良
業

振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
を
行
い
、
県
知
事
の
認

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

除
外
申
請
を
行
う
人
は
、

3
月

日
日
ま
で
に
除
外
申
請
書
を
役
場

農
林
水
産
諜
農
業
水
産
係
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

〈
農
用
地
区
成
の
場
所
〉

大
森
雅
チ
、

※
普
万
敏
雄
、

※
稲

荷
優
、

※
大
倉
敏
子
、

※
愛
場
勝

美、

※
久
保
田
淳
子
、

※
仙
名
恒

好
、
河
端
英
子
、
七
沢
鹿
子
、
草

原
丸
子
、
河
端
亜
紀
代
、
長
津
え

み
子
、
安
達
義
則
、
安
達
万
紀
子
、

中
島
裕
子
、
大
矩
真
澄

大
家
庄

地
区
会
水
野
功
、
会
沢
井
志
美
子
、

食
小
川
洋
道
、

※
石
橋
修
、

※
水

野
真
也
、

※
川
上
英
樹
、
有
井
出
版

下
、
金
用
登
ト
ャ
ω
英
、
住
官
広
明、

小
川
み
は
る
、
山
阿
久
美
子
、
出

井
千
賀
子
（
以
上
mm
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
細
野
の
大
念
幸
二
さ
ん
か
ら
山

崎
小
学
校
へ
教
材
備
品

（
幻
方
7

0
0
0
円
相
当
）
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役場財政課管財係へ

flu //u 

B 5サイズファイル

出・提

は
場
艶
備
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

及
び
工
事
中
あ
る
い
は
計
画
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
ゅ

な
お
、
巾
」
千
続
き
な
ど
詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役
場
良
林

水
産
課
農
業
水
産
係

（内
線
合
2

l
4
）
へ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

暴力団に関する困りごと相談
秘密を守り ，親身に対応します。

気軽にご相談くだきい。

｜制富山県暴力造政運動推進センター ｜
｛向山：ti訴鮫E!f5・21ft0764 -31-8930) 

相談受け付けは毎週月曜から金日記ま

で（9:00～17:00）。電話による相談も受

け付けます。

故 中完や しプ

謀容
防 も 毒 全 ガ こ て ロ 雪 大パお
J卜．うの燃スれいバに 文ン宅に一応（焼燥らまンよ
努！支 [}sjに発がせガつ 夫ガの
め点とよ 、破んスて でス煙

ヨ幹
ま検なるポ損かのお すの突
しをりーイす 。配毛

か配 や
よ行すま般ラる 管の
うい化！と は煙 ？管プ

炭の出 破突 はロ
事 素不火 f員や
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本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（告
白

｜

0
5
7
4

）

新
し
い
本

二
般
書
）

一
九
九
三
年
長
谷
川
慶
太
郎
の
世

界
は
こ
う
変
わ
る

長
谷
川
慶
太
郎

山
私
的
美
術
拾
泣
集
制
井
丈
夫

峨
軒
家
の
謎

ぃ
以
京
サ
ザ
エ
さ
ん
学
会
制

あ
な
た
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

さ
あ
、

話
し
て

ア
ガ
サ

・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

マ
ド
ン
ナ
の
氏
実

ク
リ
ス
ト
フ
ア
｜
・ア
ン
ダ
ー
セ
ン

古

代

幻

視

梅

原

猛

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
凶
年
版

ピ

l
タ
l
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

黒
部
奥
山
史

談

湯

口

康

雄

黒
部

・
底

が

め

戸

佐

喜

一

肘

（小
説
）

お
か
あ
さ
ん
疲
れ
た
よ
｛
上
下
）

国
辺
聖
子

渡
辺
淳

一

何
処
へ

地
の
星
（
流
転
の
海
第
二
部
）

宮

本

輝

近
藤
富
枝

森
村
誠
一

紫
式
部
の
恋

碧
の
十
字
架

本
の
紹
介

「絹
の
道
」

平

岩

弓

枝

日平
山
石
弓
枝

如何の
ぜ

商
社
の
御
曹
司
と
人
気
デ
ザ
イ

ナ
ー
一
一
族
が
ミ
ラ
ノ
、
東
京
、
姫

路
、
香
港
で
展
開
す
る
絹
を
め
ぐ

る
駆
引
き
。
そ
れ
ぞ
れ
の
桁
へ
の

熱
い
思
い
が
、新
し
い
愛
を
生
む
。

O
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（狩.il[Jof/olkg) 
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中川 厳 ー

「山
陽
か
ら
米
た
泊
町
」

中
川
縦

一
さ
ん

※
お
し
ら
せ

2
月
刊
自

ωか
ら

初
日

ωま
で
‘
館
内
時
埋
め
た
め

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

－
平
成
5
年
2
月
号

＠
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九
に
伝
わ
る
和
紙
で
白
・
分
た

ち
の
卒
業
証
計
を
作
ろ
う
と
陶

保
小
学
校
の
六
年
生
十
人
が
一
月

二
十
日
、
蛭
川
八
口
の
米
丘
寅
古
さ
ん

ト
刀
を
訪
ね
て
伝
統
あ
る
紙
す
き
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

約
三
自
年
の
歴
史
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
蛭
谷
和
紙
は
、
素
朴
な
製

法
な
が
ら
も
丈
夫
で
長
持
ち
す
る

の
が
特
徴
。

f
供
た
ち
は
米
丘
さ

ん
の
指
砕
を
受
け
な
が
ら
、
真
剣

な
表
情
で

一
人
ず
つ
紙
を
す
き
ま

し
た
。

こ
の
手
作
り
の
卒
業
証
書
、
三

月
十
八
日
の
卒
業
式
で
子
供
た
ち

に
手
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

夢
を
あ
り
が
と
う

一一 寺崎さとさん満100歳に 一一

町

一
番
の
長
寿
、
寺
崎
さ
と
さ

ん
が
満
百
歳
に
な
ら
れ
た
の
を
悦

っ
て

一
月
十
一
日
、
魚
津
町
長
ら

が
寺
崎
さ
ん
が
入
所
中
の
「
有
機

苑
」
を
訪
れ
、
祝
い
状
や
記
念
品

な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

明
治
二
十
六
年
一
月
十
日
生
ま

れ
の
守
崎
さ
ん
は
、
足
が
不
自
由

な
ほ
か
は
、
い
た

っ
て
健
康
。
町

長
の

ゥ
山
政
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
す
ま
す
お
元
気
で
」
と

い
う
言
葉
に
、
手
を
合
わ
せ
も
が

ら

「あ
り
が
と
う
」
を
繰
り
返
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ー
図
書
館
で
井
口
文
秀
展
｜

刺
日
間
大
家
庄
出
身
の
絵
本
画

家
で
、
昨
年
十

一
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
井
口
文
秀
さ
ん
の
作
品
を
集

め
た
「
井
口
文
秀
展
」
が

一
月
六

日
か
ら
三
寸
一
日
ま
で
、
中
央
図

書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

作
品
展
に
は
、
朝
日
町
を
題
材

に
し
た

「
セ
ン
ナ
じ
い
と
く
ま
」

や

「
む
き
さ
び
の
コ
ロ
」
な
ど
七

十
一

作
品
の
ほ
か
、
作
り
し
日
の

井
口
さ
ん
の
写
真
も
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
を
詩
情
あ
ふ
れ
る
世

界
へ
と
法

っ
て
い
ま
し
た
。

ますますお元気マ

あなたの回りの広報係で、は，News & Topics 

一－ 271人が成人の仲間入り

も新たじ大入の世界へ誓い

朝
日
町
で
は
今
年
、
二
百
七
十

一
人

（男
百
四
十
九
人
、
女
百
二

十
二
人
）
の
H
々
が
「
成
人
式
」
を

迎
え
、
新
し
く
大
人
へ
の
第

一
渉

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
祝

っ
て

一
月
十
五
日
、

昨
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
内
は

華
や
か
な
振
り
そ
で
姿
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

J
利
成

人
作

二
．白
二
十
二
人
の
は
じ
け
る

よ
う
な
若
さ
で
い
っ
ぱ
い
。

厳
か
な
式
典
に
引
き
続
き
、

三

遊
亭
竜
楽
さ
ん
の
恭
一語
を
聞
い
た

皆
さ
ん
は
、
最
後
に
全
員
そ
ろ

っ

て
記
念
搬
符
。

大
人
の

’闘
覚
と

希
望
に
満
ち
た
か
二
十
歳
の
顔
H

を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

新
し
い
厳
機
具
？

ー
中
核
農
業
士
パ
ソ
コ
ン
教
室
｜

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
役
立

て
よ
う
と
、
問
の
中
核
農
業
士
協

議
会
で
は

一
月
十
八
日
か
ら
凹
日

間
に
わ
た
リ
、
役
場
四
階
大
ホ
ー

ル
で
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
聞
き

ま
し
た
。

教
室
に
は
会
員
や
そ
の
家
脹
な

ど
十
一
半
人
が
参
加
。
文
書
作
成
や

グ
ラ
フ
、
表
計
算
な
ど
の
基
礎
を

学
ん
だ
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

情
報
処
埋
や
そ
の
活
用
法
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
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市

町

市

町

市

町

町

日

川

町

町

野

市

内

市

市

付

封

都

普

下

同

生

都

部

減

普

川

山

の

山

坊

部

J
U
I
川
笹
人
点
尚
ル
砂
川
…

I
刷出
必

人

間

切

路

拡

ぶ

引

間

竹

山

川

γ
，…

霊安
1-1-1 i町

本町

~ mr 
西町

若 草 町

it{ f以

外i Jll 

長野

不動立

律回

3人目誕生

おめでとう ございます

後必昇弘長女｛憂 i主治水 H汀

中川除長フj大村i 皮革肝

ilii支良一 2女あゆみ桜 問j

窃電1~く~11参院
試｛田市~巨 2 ~J 敦也

金法弥範長女弥陀

米関純計fj 2 -ti.・理美

建部久大－長男克介

'tiぷ古生長男 圭 状

Kil文弘長YJ 行

山崎 il'J.I2女必

川上誠一 長女・小（i {--} 

水野政f,j2 ！））均太

信市

世

人

子

宏

子

彦

，
十
彦
美
山
中
火
下
彦
校
弘
子
夫

美

淳
〆
寸
知
希
徳

f

紛
利
「「J
一

伝

叫

勝

利

猷

久

山

町

山

れ

ん

考

文

献

則

究

正

由

久

一川

窃

与

す

す

サ

l

H
u
？

町

一

体

井

戸

体

的

削

戸

家

用

却

昨

日

ひ

も
｝
i
T
V
L
l
｝

i

l

治
掛
V

水

中

竹

山

水

土

坂

荒

山

工

辻

小

柄

水

小

長

治

折

大

道

林

七

ぃ由γ

d
p市
』

r
f
J】
l

、，
I
J】
1
k
t
l
J
h
l
、
r
l
J
E
e
－－
l
y

、t
t

fl
J
1l
、
r
l
J
I
－－、
r
l
J
l
l
、
r
l
J
l
l
、
r
l
J
l
l
、
f
l
J
l
l
、

~~ぁ(b＼）~《~
7/<. 島忠（77)

氷見つよ（86)

必波佐九日IS( 78) 

氷見 子炉 、（70)

鴫 ゆ き（89)

舟見きょ（88)

川久 保 タ キ（86)

新田久作（87)

川上哲列（67)

川上 J除草、（88)

磯田ミヨ（90)

議うに筆い 願っている所に，願いどお りの幸運がおとずれること。轍いどおりにおとずれた幸運。

－
平
成
5
年
2
月
号
＠



Eヨ月 E週表 11~’
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跡
国境の朋門

境 関 具

一一 23一一

民のしカミずフな

（一本そり）

背
は
ク
ロ
モ
ジ
の
香
り
の
す
る
三
月
中
旬
、

山
の
谷
間
が
ま
だ
吉
で
埋
ま
っ
て
い
る
こ
ろ
、

久
a
e
a
a
”

二
本
そ
り
」
を
引
い
て
山
へ
新
伐
り
に
行
っ
た

も
の
で
す
。

そ
り
は
長
さ
が
約

一
口
六

O
今
、
幅
二

O
H・

の
堅
材
で
、
先
端
が
締
結
の
よ
う
に
反
り
返
り
、

後
万
に
は
二
本
の
切
り
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
切
り
込
み
の
部
分
に
は
、
ツ
メ
と
呼
ば
れ

る
か
じ
悼
の
役
訓
を
来
た
す

V
字
引
の
股
木
が

は
め
込
ま
れ
、
縄
と
ク
サ
ピ
で
し
っ
か
り
固
定

さ
せ
て
あ
り
ま
し
た。

伐
録
さ
れ
た
薪
や
秋
の
問
に
伐
り
倒
さ
れ
、

そ
の
場
で
ん
そ
を
越
し
た
材
木
な
ど
も
こ
の
二

本
そ
り
」
に

Mm
み
込
ま
れ
、

ド
阜
の
泊
る
道
ま
で

運
ば
れ
ま
す
。
材
木
を
術
み
、
山
の
急
斜
面
を

下
り
る
と
き
は
使
い
手
が
上
に
な
り
、
そ
り
を

左
右
に
操
り
な
が
ら
下
り
て
い
き
ま
す
。
一

気

に
三
百
幻
か
ら
四
百
れ
も
山
肌
を
下
り
る
の
で

そ
り
の
使
い
手
は
気
を
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
一

本
そ
り
」
は
単
純
な
作

り
な
が
ら
、
か
な
り
の
材
木
を
来
せ
る
こ
と
が

で
き
る
う
え
、
制
い
時
間
で
細
い
山
道
や
制
問

を
た
や
す
く
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど

独
自
の
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
重
宝

さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

江戸時代，越中 ・越後の｜主｜

j止を流れる境川の西約 1k『nの

ところに設けられた境問所は，

}Jll 代行方行といわれた前問家

祉大の関所として知られる県

の指定史跡。

1615年 （1l: ~ii 元年）ころに
できたとされるこの関所は．

点丙約160m，南北が約70m。
｜川番所（｜注）や浜番所（海上さ

らにはJtJの御亭山に遠見番

併が設けられるなど．陸海

J~Jj 抗iにわたリ通行者や越境字j·

を取り締まったといわれてい

ます。

凸~~~ .

も先人のぬく

－
平
成

5
年
2
月
号

⑪

V
す
で
に
お
気
づ
き
の
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「広
報
あ

さ
ひ
」
が
今
月
号
で
創
刊
四
一h
五

十
号
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
す
べ

き
第
一
号
が
昭
和
三
十
年
の
六
月

二
十
日
に
発
行
さ
れ
て
か
ら
足
か

け
三
十
九
年
。
町
の
歴
史
を
刻
み
、

町
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
少
し
ず
つ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
な
が
ら
今
日
ま
で
き

ま
し
た
。

V
町
で
は
昭
和
五
卜
五
年
に
、
二

百
五
十
号
ま
で
を
一

冊
の
本
に
し

た
「
広
報
あ
さ
ひ

l
縮
刷
版

l
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
ま
た
、

と
り
ま
と
め
た
も
の
を
発
行
す
る

時
期
が
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
第

一
号
か
ら
四
百
五
十
号
ま
で
す
べ

て
を
保
管
し
て
お
ら
札
る
方
は
数

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
、
五
百
号
は
平
成
九
年

四
月
号
の
予
定
で
す
。

V
さ
て
、
い
よ
い
よ
二
月
。
岐
冬

と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
か
本
栴
的

な
す
の
シ
ー
ズ
ン
e

風
邪
な
ど
ひ

か
ぬ
よ
う
、
．

πれ
に
容
を
迎
え
た

い
も
の
で
す

計 17.833( + 5）世帯数 5.188(-2)-/J・'lコ内Ii前月比7) 2）女 9,493(+ 男 a.340 e-〔1月の人口〕


